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【背景 ･目的】有機アニオン トランスポーター organicaniontransporting

polypeptldelB3(OATPIB3)は肝臓および種々のがん組織に発現することが知られ
ている｡最近我々は､正常肝に発現するOATPIB3mRNAと異なる配列を有する新規

OATPIB3mRNA分子種､cancertypeOATPIB3(Ct-OATPIB3)､を同定した｡そこで
本研究では､Ct-OATPIB3の肺がん組織におけるmRNA発現プロファイルとその患者

背景との関連を明らかにすることを目的とした｡

【方法】ヒト肺がん組織および隣接正常組織30検体は､千葉大学医学部附属病院

にて手術をおこなった肺がん患者より入手した｡Ct-OATPIB3mRNA発現量は

real-timePCRにより解析した｡Ct-OATPIB3の発現量と性差およびがんの進行度

との関連はMann-Whitney検定法により解析した｡

【結果 ･考察】 Real-timePCRの結果､がん組織 30検体中10検体でCt-OATPIB3

mRNAの顕著な発現が認められた｡Ct-OATPIB3mRNAは隣接正常組織に比べがん組

織で優位に高く発現しており(〉3倍)､また女性(n=8)より男性(n=22)においてその

発現量は高かった(〉40倍)｡さらに､Ct-OATPIB3mRNAはステージⅡおよびⅢのが

ん組織において高く発現する傾向が認められた｡以上より､Ct-OATPIB3mRNAはヒ

ト肺がん組織において高頻度に発現し､その発現量には性差が存在することが明
らとなった｡Ct-OATPIB3の発現量とがんステージの進行度には関連がある可能悼

があり､今後さらに検体数を増やして解析する必要がある｡


